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1， は じめ に

　 現行の 学習指導要領 に お い て、化学分野 の 各科

目で は 「原子
・
分子

・
イオ ン 」の 内容 の 取り扱 い に つ

い て、平易 に指導するこ とになっ て い る。それ は、学

習する生 徒 た ちが 混乱 しない ように 、基礎 ・基本 の

内容を確 実に身 に っ けるた め か もし れない
。

　 しか し、宇 宙、地球、環境、動物 、植 物 は 、す べ て

特定 の 元 素また は そ れらの 組 み 合わ せ か らで きて い

るこ とは、今 日す べ て の 人 が 受 け入れるこ との で きる

物質観 で ある。私 たちの 実際 の 生 活は、教科書 で は

到 底カバ ー
しきれない 多くの 種類 の 物 質によっ て 支

えられ て い る。

化学 は物質につ い て 学ぶ科 目なの で 、学習する

生徒たちが、構成粒子 で ある原
一
r一の 種類、つ まり元

素に 関する知見を得ることが重要で ある。新学習指

導要領 で も重視 され て い るが、化学分野 の 各科 目

の 中で 、「原子 」さらに 「分子 ・イオ ン 」と口常生 活 や

社 会との 関連につ い て、で きるだけ広 い 視野 で 捉 え

る工 夫 が必要 で はない かと考えた。

　また、多くの 元素が存在 するため 「覚えなくて は い

けな い 」とい う先入観か ら、 化学を学ぶ ことが 呂
：

痛 に

なっ て しまう生徒も多くい る ． 広 い 視野 で 捉える工 夫

と合わ せ て、苦痛をやわらげ、お もしろ さ、楽しさの

味 わえる教材づ くりを工 夫で きるの で は ない か と考え

た、そ こ で 考えたの が、〈クロ ス ワードパ ズ ル をつ くろ

う〉の 教材 で ある、，

2．単元 開発

　　　単元 開発は化学 1「物質の 構成粒子 」に つ い て

　　行っ た 。 〈クロ ス ワ
ー

ドパ ズ ル をつ くろう〉の 教材は

　　 「結晶の種類と成分元素・結合 ・性 質」の 導入 とま

　　とめ として活用した。

　　（1）8 × 8の ますをつ くる。
　　   縦 の 列 と横 の 列 に 元 素名、イオ ン の 名称、分

　　　 P の 名称 を 人 れ て クロ ス ワ
ー

ドパ ズ ル を完成さ

　　　せ る。す べ て カタカ ナ で 記入 す る。

　　〈元素名に つ い て 〉

　　　 「アル カ リ金属 」「ア ル カ リ土類金属 ．「ア ル カ リ

　　　金属
・ア ル カ リ土類金属以外 の 金 属元素」「ハ

　　　ロ ゲン」1希ガス 」「ハ ロ ゲン ・希ガス 以 外 の 非金

　　　属元素」か らそ れ ぞ れ 1〜2つ ずつ 入れ る。

〈イオ ン の 名称につ い て 〉

　　　 プ リン ト17番を参考 に して 、2〜3つ 入 れ る。

　　 イオ ン の 名称 は 、
「イオ ン 」をの ぞ い た部分を入

　　 れ る 。

〈分子 の 名称に つ い て 〉

　　　 プ リン ト20番を参考に して 、2〜 3つ 入れる。
（3＞ （1）で、きた 64 個の ます の うち 、30 個以上 の ま

　 す を使う。塗 りつ ぶ すます は どこ で もい い 。
  クロ ス ワ

ー
ドパ ズ ル に 出 て い る 元 素・イオ ン

・分

　 子 に つ い て、表 に まとめる。

　　   元素 に つ い て 、辞書で調べ たことを表に ま

　　　 とめる 。

　　   イオ ン に つ い て 、イオ ン 式と価数、陽イオ ン

　　　 ・陰イオ ン の 区別を表 にまとめ る。

　　  分子 に つ い て、分子式、構造式 、電子式を

　　　 表 の 形 式 に した が っ て まとめ る。

（5）初め て 知 っ た こ と、考え た こ とをま とめ る。

3．評価

　  クロ ス ワ
ー

ドパ ズ ル の 作成で は 、全員が オ リジナ

　　ル の作品を仕上げ ることが で きるの で 、平等性が

　　あり、達成感もあっ た 。

　  辞書で調 べ るこ とをとお して 、自然・社会とい っ

　　た生活全野 に 目を向けることがで きた。

　  辞書 に 書か れ て い るこ とを 「読 む 」、［書くfとい う

　　言 語 活動 日常生活 で 意識 して い な い 部分を 意識

　　化することがで きた。

　　 まだ、この 教材 を活用 して の 学習が継続 中で あ

　　るため、大 会で報告 したい。
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